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いずれも単独で十分な代表性を持つとしている。  

しかし、統計解析は全般的な傾向をいっているだ  

けなので、表2、表3に示すように単独指標では  

不都合な場合があり、また、単独指標にすると評  

価される側がそれに合わせて行動する危険性があ  

り、DEAのような総合指標が必要である。  

衰2 単独指標ではうまくいかない例  

1．まえがき   

「大学の研究および研究者養成能力を評価する」  

試みが、文献【1］に示された。そこでは統計的手法  

を用いて評価されているが、ここではそこで用い  

られたデータに対してDEAを適用し、結果を比較  

考察する。  

2．利用するデータについて   

DEA用として69大学から得られた表1に示す1  

入力、8出力データを用いた（詳細は文献［1】参照）。  

表1 評価指標  

UID  B／Aの順位  D／Aの順位   

0   10   

44   6   15   

UⅢ：大学番号  

A  教授数   人力指標   

B  INSPEC－B（電気電子系）  出力指標  

論文数   

C  SCI論文数（電気電子計算  出力指標  

機科学分野170誌）   

D  学会での評価が高い教員数  出力指標   

E  学会での評価が高い出身者  出力指標  

数   

F  企業での評価が高い教員数  出力指標   

G  企業研究所における採用者  出力指標  

数   

H  企業研究所における人事考  出力指標  

課の最上位層にある人数   

ロ  研究に限定しない人事考課  出力指標  

の最上位層にある人数   

表3 単独指標ではうまくいかない例  

UID  B／Aの順位  Ⅰ／Aの順位   

3   7   

5   35   

4．CCRモデルによる評価   

表4にCCRモデル【2】によるD効率値βと優位集  

合Domの計算結果を示す。主成分分析における第  

1主成分は規模を表現していることが多いが、本  

評価では教授数で基準化しているため別の意味を  

求める必要がある。文献【1］の主成分分析から得ら  

れる第1主成分とD効率値βとの相関係数を求める  

と0．739であった（図1参照）。D効率値∂との相  

関の高さから第1主成分は効率を表していると言  

える。   

8出力に関する主成分分析をまず行い、その第  

1主成分を教授数で割った量とD効率値∂との相関  

係数を求めると0．646であり、前者よりも下がって  

いる（図2参照）。これについては文献【3］，【4】で提  

案した方法を適用し、更に検討してみたい。   

表2、表3の例のように、ある指標で見ると必  

ずしもよい値を示さなくても、DEAではとにかく  

他に劣らない項目があればをD効率値∂を1にでき  

3．文献【1】における評価   

文献【1］ではB～Ⅰ指標をA指標で基準化した指標  

B／A～Ⅰ／A間の相関係数を求め、相関係数が0．58～  

0．89にわたっていて、かなり相関が高いこと、主成  

分分析における第1主成分の寄与率は0．758でほぼ  

1次元で表現できることから、B～Hの評価指標は  
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1993  
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るので、UDO，3，5はいずれもβ＝1である。  
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表4 CCRによる評価結果  

UID  β   Dom  UID   β   Dom   

0   35   0．15   1，3   

1   36   0．39   0，2   

2   37   0．41   2，6，7   

3   38   0．40   7   

4   0．，3   0，2，6  39   0．59   1，6   

5   1  40   0．30   1，7   

6   41   0．30   1，7   

7   42   0．40   3   

8   0．85   1，7   43   0．84   7   

9   0．55   0，1   44   0．72   3，6   

10   0．35   1，2，6，7  45   0．24   3，6   

11   0．23   2，6   46   0．52   3，6   

12   0．71   0，2，7  47   0．65   7   

13   0．70   0   48   0．23   0，1   

14   0．35   0，1，6  49   0．24   5，6   

15   0．41   3，6   50   0．27   1，6   

16   0．12   1，2，5，6  51   0．22   1，3，7   

17   0．46   0，1，6  52   0．糾   3   

18   0．87   3，7   53   0．23   2   

19   0．50   2，6   54   0．20   1，3，7   

20   0．61   0，1，2，6  55   0．46   3   

21   0．39   3，6   56   0．49   0，1，6   

22   0．47   2，6   57   0．58   5，6   

Z‡   0．37   3，6   58   0．30   1，2   

24   0．42   5，6   59   0．31   0   

25   0‥42   2，6   0．14   

26   0．31   5．6   61   0．32   1，7   

27   0．39   3   62   0．33   7   

28   0．27   1，6，7  63   0．18   1，6   

29   0．37   5   糾   0．09   1，3   

30   0．29   3   65   0．44   7   

31   0．25   3   66   0．34   1，3   

32   0．39   3   67   0．17   1，3，6   

33   0．31   2，6，7  68   0．23   3   

34   0．18   5，6  
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図1 出力／教授数の第1主成分×D効率値  
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図2 出力の第1主成分／教授数×D効率値  D：優位集合  

－39－   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




